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13'30開場14'00開演

アドバンスコープADSホール(名張市青少年センター)

入場料: 500円

主催▲合唱団かやの樹

問い合わせ●土屋0595(45)2824

チケット取扱■アドバンスコープADSホール､前EE]文具店､サウノ楽器店



合唱固かやの樹　第3回演奏会
指揮者を同じくする合唱団が集まった合唱団かやの樹も括成して5帆
前回のやまと郡山城ホールに続いて今回は三重県名張帝のアドバンスコー
プAI)Sホ-ルで演奏会をおこないます｡
今回の各回のプログラムは､上野合唱同一柴田両雄r万葉集の3つの歌1､
台屯田Rinte一武満徹rうた1､女声アンサンブルSoave-フィンランfE合唱
曲rフィンランデイア｣､ Vocal Ensemble Sweet-バ1 7; r3声のミサ曲J

などのオールアカペラ!各回の個性豊かな輯葬をお菜しみください｡
また､姥勢70名で歌う合唱田かやの樹は､もはや邦人合唱曲の古典ともいえる鹿瀬量平r海鳥の詩Jと陛
月夜､菜摘､紅葉､雪､夕焼け小焼けからなる三善晃編曲r2台のピアノと混声合唱のための『唱歌の四季』｣
を演奏します｡どうぞこ期待ください!

合唱団かやの樹
2006年､指揮者を同じくする上野合0昌団､合唱団RFnte､ Soaveが集まって結成｡ 2006年第

1回演奏会を名張市青少年センターで､Vocal Ensemble Sweetが力0わり､第2回演奏会を200

8年やまと郡山城ホl L'で開催｡また､上野合唱団創立60周年記念演奏会に友情出演｡
2007年､第11回琵琶湖周航の歌苦楽祭合唱コンクールに出場､最高位金賞を受賞｡
乗は匹Ej市､西は大阪から団員が集い､苦楽的交流を深めている9

上野合唱団
1947年戦後まもなく伊賀上野で発足､以来伊賀地域の地域文化向上の-翼を担ってき
た三重県内で最も長い伝統をもつ合唱臥
1949･1950年には三重県苦楽祭合唱コンク-)L,で-位を獲得､全国大芸(東京)に出場｡

｢琵琶湖周航の歌書楽祭合唱コンク-ル｣においては､1999年に湖の子賞､2009年に奨励
賞｡これまでに大阪フィルハ-モニー交響楽団､名古屋バストラーL/合奏団､東京混声合0昌
団などのプロの演奏家とも数多く共演｡ 1993年三重県平成文化賞受賞｡

合唱団Rinte

1996年2月､天理大学書楽部混声合唱団OB有志により結成｡現在は､ OB合唱回というより
も指揮者｢栢森和重｣氏の魅力が最も強力な団の求心力となっている｡音楽へのあくなさ
情熱､誠実な読み込み､的確な指示､何より時にはあまりのくだらなさに笑い転げるジョー
クの嵐｡日吉を楽しむ''至福の時間を旺盛なそのサ-ビス精神で提供してくれるのである｡団
員にしても年齢も居住地も経歴も様々｡歌う歌も古S東西､ジャンルもいろいろ｡ただ-点､=合唱大好ぎ'を最大公約数にひろく門戸を開けてEj々進化してい<ことのできる団を目指

している｡≪Our Harmony IS Our Heart》

女声アンサンブルSoave
いつでもどこでも響きあえる仲間になりたいと1992年に結成｡以来､アカペラにこだわ
り､活動を続けてきた｡これまでに青LLJホール､名張而青少年センター､名張産業振興センタ
-アスピアなどでコンサートを開催｡また､しガボーカJL'アンサンブルコンテスト(嗣賞受賞)

などのコンクールやスクールコンサートなどに出演｡
本年よりこれまでのSoaveから女声アンサン7)L,Soaveと名称を変え､新たにスタートし
た｡

VocaJ EnseTTtlle Sweet

2007年に伊賀上野で結成｡アカペラを中心に演奏活動をしている｡これまでに赤日四十
八滝森林浴コンサート､上野ガスショールームほのほのコンサートなどの依頼演奏､福祉施
設などでの演奏も大切にしている｡
2010年8月伊賀而青山ホールにおいてコンサートを開催｡等後さらに多彩な活動を展開
する予定｡

指揮:栢森和重
1989-1997年､全Ej本合唱コンクール連続釜賞など全回的に注目を集めてきた合唱団
｢うたおに｣の指揮者として活躍｡現在､多くの合唱因の苦楽監督､常任指揮者などを務め
る｡また､1988年､モーツアルト作曲｢レクイエム｣で小泉ひろし指揮･大阪シソフォ二カー(現･
大阪交響楽団)の合唱指揮､ 1998年､1999年､尾上和彦作曲オラトリオ｢烏の歌｣ (大阪･いず
みホール)で合唱指揮､2008年､寺岡清高指揮大阪シソフォ二カー交響楽団(現.大阪交響
楽団)伊賀上野公演で工ルガ-､ヴェルディ-作品の合口昌指揮をつとめ､新聞紙上など害方
面から高い評価を得る｡
オーケストラを伴う大規模な合唱曲の指揮も多く､これまでにけいはんなフィル､やまな
みク1J-ネ管弦楽団､奈良交響楽因などと指揮者として共演｡国民文化祭京都少年少文フ
=ステイパルなど､講習会の講師や合同演奏などへの客演､コンクールの審査員など活躍の場を広げている｡ 2011年6月
にはElいはんなフィルハーモ二-管弦楽回の定期演奏会に招かれ､ドヴォルザーク交響EEB第8番などを指揮する予定｡


